
がん検診の疑問・質問３ 小さな疑問や質問を通して、がん検診への
理解を深めよう！そんなコーナーです。

『血液検査で
 がんの有無はわかりませんか？』
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がん検診の

方法
「バリウムもカメラの検査もいやだし、血液検査

でがんの検診ができないのかなぁ？」

「血液検査の“腫瘍マーカー”って、がんがある

かないかが分かるんだよね？」

このあたりの疑問にお答えしたいと思います。

　がんになると、そのがんが作る物質が血液中に

出てくることがあり、これを「腫瘍マーカー」と

して調べることができます。現在、何十種類もの

腫瘍マーカーがありますが、がん検診に使われる

ものはほとんどありません。

理由としては、

・早期発見にあまり役立たない（異常値がでる頃

にはがんが進行していることが多い）

・「偽陽性」（がんがないのに、異常値がでること）

がある

・「偽陰性」（がんがあるのに、異常値がでないこ

と）がある

・臓器特異性が低いものが多い（どこにできたが

んによるものかまで分からない）

・過剰診断となることがある（治療をしなくても

死亡の原因にならないがんを発見する）

などがあげられます。

　つまり、血液検査（腫瘍マーカー）でがんの有

無がわかることもあるけど、検査結果は絶対的な

ものではないということです。がん検診の目的

は、がんにより亡くなる人を減らすことにありま

すが、現段階でそのような有効性が認められてい

る腫瘍マーカーによるがん検診はありません。

　では、現在がん検診として使われている腫瘍

マーカーにはどのような特徴があるのでしょう

か。

　まず、ＰＳＡ（前立腺がん検診）とペプシノゲン

（胃がん検診）ですが、この２つは臓器特異性が

高く、それぞれ前立腺と胃の異常をチェックする

ものという特徴があります。しかし、がんの有無

が確定できる検査ではありません。ＰＳＡは前立

腺の炎症や前立腺肥大などでも増えてくるから

です。ペプシノゲンは胃がんの下地となる慢性萎

縮性胃炎の有無を知ることができる検査です。ど

ちらも、異常があればそれぞれの精密検査を受

け、がんの有無を確かめます。

　また、人間ドックなどではＣＥＡ、ＣＡ１２５、

ＣＡ１９-９、ＡＦＰなどを実施することがありま

す。これらの腫瘍マーカーは、異常値がでても、

それががんによるものなのか、異常がある臓器は

どこなのかを確定することができません。データ

の異常を足がかりに、がんの有無を調べていくこ

とになります。隠れたがんの発見につながること

がありますが、より早期のがんを見つけるには十

分ではないかもしれません。個人のリスクを減ら

す対策として受ける検診といえます。

　今後研究が進み、がん検診としてとても使える

腫瘍マーカーが誕生するかもしれませんが、現段

階ではそれぞれの特徴を知った上で受け、結果の

解釈が必要な検査だと思います。一般のがん検診

を定期的に受診するのがまず大事、そう思ってい

ます。


